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分離ぜろ蛙暗順慮眼に書すろAcetygcholine

及びAdre調飾eの影響

金澤讐科大學生理學教室

大  井  威  之
      コ         コリ

   α ε乃蜘鋭ガ

  （昭和23年』6月26日受附）

（昭和23年5月，日本生理學會に於て農表）

 EngeTmann i）が爾棲類・魚類・鳥類等の醤油経

に網膜蓮動性の存在を提唱して以來，此の問題

に就き肯定的立場をとる者（M．D．：Burian 2），

Herzog 3）， G。 Stort 4）， Wlassach 5）等）と其の原

因を網膜内の化學攣化に齢する者（Dittler 6），

H．Verhoeff 7）， Scharrer S）， Studnitz 9）等）及び

二者を折衷して其の原因を網膜の化學攣化と神

経性影響とに歯する者（Nvigger iO））等がある．

著者は此の問題を自律耐経系と結び付けて，蛙

の分離した曙順慮眼に於てAcetylcholine及び

Adrenalineを前房内に注射して，網膜圓錐禮の

態度を観察した．

實験方法
 昭和21年9月から10月に亘り観察した．蛙を12乃至

24時聞暗室中に保存して暗順慮させた後，延髄下端に

於て頭部を切断し，眼球を摘出して一二竜眼の前房内に

1撫灘；誕雛灘欝灘
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Acetylch⑪lineの作用

 視細胞は何れも濃染し，錐禮は短縮する．色

素の損散は認められるが著明では無い。

Adrenalineの作用

した．以上の操作は何れ竜赤色燈下に於て行った．

 固定完了後Celloidin切片を得， Haematoxylin・

Eosin染色を施した．

 伺 Adrenalineは1萬倍 ：Bosmin （第一製藥）．

Acetylcholine（Roche）tま 5萬倍のRinger氏溶液を

使用した。

成績
 覗細胞は何れも申等度以下に染色され，錐膿

は僅かに短縮する．色素の摘散も僅少であっ

7e．之は24時闇暗室中でRinger氏液中に貯へ

られた分離嗜順慮眼に於ける所見と似て居る．

結

 蛙の分離暗順臆1眼に於て，Acetylch⑪lineは

網膜錐髄を短縮させるが，Adrenalineの影響は

果

僅少である。
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